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(昭和 50年3月15日受付)
千葉大学における 1974年度の学生解剖学実習におい
て，左腕頭静脈が上行大動脈のうしろを通る破格例に遭
遇した。
破格例
本破格例は気管支炎で死亡した 68才の日本人男性(死
体番号 44-51)にみられた。
左腕頭静脈は左前斜角筋の前で左内頚静脈および左鎖
骨下静脈の合流により形成され，大動脈弓の前左寄りを
下行し，動脈管索，大動脈弓および肺動脈でつくられた
間隙から後方に屈曲して深部に入り，上行大動脈のうし
ろを右に横行し，右腕頭静脈と合流して上大静脈を作
る。その全長は 85mmで，中央部の外周囲は 59mmで
ある。
右腕頭静脈は右前斜角筋の前で右内頚静脈および右鎖
骨下静脈の合流により形成され，ほぼ垂直に下行する。
その全長は 56mmで，中央部の外周囲は 37mmであ
る。上大静脈は全長が 62mmで正常のものより短いが，
右心房への開口部位は正常である。上大静脈近位部およ
び心臓(重量270g)の外形と位置は正常である。
これらの静脈系には，経過の途中で次の静脈が流入す
る。奇静脈 (Fig.2-A) (外周囲 32mm) は右第2以下
の肋間静脈からなり，左右腕頭静脈合流部の後壁に入
る。副半奇静脈 (Fig.2一Ha)(外周囲 5mm)は左第 3-
4肋間静脈が合流して左静脈角より 27mm近位の左腕
頭静脈に入る。最下甲状腺静脈 (Fig.2-Ti) と前縦隔
枝 (Fig.2-M)が右腕頭静脈中央部前壁に入る。右椎骨
静脈 (Fig.2-Vd)は第6頚椎横突子しから出て， 迷走神
経と総頚動脈のうしろを通り，静脈角より 5mm近位の
右腕頭静脈に入る。左椎骨静脈 (Fig.2-Vs) は第6頚
椎横突孔から出て，迷走神経，総頚動脈および胸管のう
しろを通り静脈角に入る。最上肋間静脈は，右は第 1， 
骨千葉大学医学部解剖学教室
左は第 1-2肋間静脈からなる。これは腕頭静脈に入るの
が普通だが，本例では左右とも椎骨静脈に入っている。
半奇静脈 (Fig.2-H) は左第5以下の肋間静脈からな
り，第6胸椎の高さで奇静脈に合流する。
心臓の栄養血管は動脈および静脈ともに異常はない。
迷走神経の走向は正常であり，左反回神経は動脈管索
の左から大動脈弓と左腕頭静脈のうしろに反回する。
横隔神経(両側共 C3-C5起源)の走行は正常である。
胸管は胸大動脈と奇静脈の聞を上行し，左静脈角に入
る。
考 案
本破格例は，著者の知るかぎり日本では Adachil) が 
2例について報告しているだけで，きわめてめずらしい
もののようである。
発生学的に上大静脈の原基は左右 2本(前主静脈 an-
terior cardinal veins)あるが，胎生8週目にそれらの
聞に吻合ができると，左前主静脈系の血液は吻合枝を通
って心臓にもどるようになり，吻合枝から中枢寄りの部
分(左総主静脈 leftcommon cardina1 vein) は退化
し，わずかに心臓の左心房斜静脈 (obliquevein of the 
left atrium) として痕跡的に残存するだけになる。 こ
の吻合枝が左腕頭静脈に分化するのであり，本破格例は
それが上行大動脈の原基(大動脈幹 aortic trunk)の
後側にできたものと思われる。 
Adachjl)はさらにこの破格を左腕頭静脈が動脈管索
の右から上行大動脈のうしろに入る I型と，動脈管索の
左から上行大動脈のうしろに入る 2型にわけているが，
今回の報告側はその l型に相当するものである。これは
発生学的に左第 IV偲弓動脈 (leれ IVaortic arch)が
大動脈弓， 左第 VI飯!弓動脈 (leftVI aortic arch) 
が Botallo管に分化するから，左右前主静脈聞の吻合 
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Fig. 1. Anter・o・lateralview，left side. The left brachiocephalic vein runs behind the ascending 
aorta. 
Fig. 2. Diagrammatic representation of the tributary veins inflowing to the right and left brachi-
ocephalic veins. 
Abbreviations. 
A，V. azygos; Aα，Arcus aortae; As，Aorta ascendens; Bd，V. brachiocephalica dex-
tra; Bs，V. brachiocephalica sisistra; Cs，A. carotis communis sinistra; Gt，Glandula 
th yreoidea; H，V. hemiazygos; Hα，V. hemiazygos accessoria; Jd，V. jugularis interna 
dextra; Js，V. jugularis interna sinistra; La，Ligamentum arteriosum; M，V. medi-
astinalis; Np，N.phrenicus; Nv，N.vagus; 5d，V. subclavia dextra; 55，V. subclavia 
sinistra; Ti， V. thyreoidea ima; Tp，Truncus pulmonalis; Vc，V. cava superior; Vd， 
V. vertebralis dextra; Vs，V. vertebralis sinistra; 1-9，Vv. intercostales. 
が第 l型(本破格例)は第 IV，VI偲弓動脈聞を，第 2
5UMMARY 
型は第 VI綿弓動脈の尾側を通り大動脈幹のうしろで交
通することにより生ずるものと思われる (Gray and The present report describes an anomalous case 
GOSS2J， Hamilton et aP))。 of the left brachiocephalic vein passing behind 
左上大静脈が残存する破格では，退化すべき器官が残 the ascendin.gaorta. This type of variation has 
存するために心臓の奇形を伴う例が多いと言われている only been reported on 2 cases in ]apan. Embryo-
が(山鳥らへ高木と大須賀町)，今回の破格例は左腕頭 logically，this variation is caused probably by 
静脈の走向が異常なだけで，器質的には何ら障害はなか formation of a transverse anastomosis between 
ったようであるo the right and the left anterior ・cardinal veins 
behind the aortic trunk. 
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